
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年(2023年)12月 22日 

大阪狭山市立南第二小学校 

 

学校教育目標 『かしこく やさしく たくましく』 

今年もありがとうございました 

                          校長 西川 理嘉 

  先日の懇談会には、ご協力ありがとうございました。少しの時間でしたが、お子さんの

学校での様子をお伝えすることができたのではないかと思います。二学期は、大きな行事

がたくさんありました。子どもたちはめまぐるしい中でも、目の前の活動に一生懸命取り

組み、そのたびに成長を重ねてきました。４月から比べると、どの子の顔も誇らしげで、一

回りも二回りも成長した表情が見られ、とてもうれしく思います。 

２０日（水）には４年ぶりに二小まつりを開催しました。５・６年生の委員会活動に「スマ

イル委員」という委員会があります。その委員会の子どもたちが各スマイル班（１年生か

ら６年生までの縦割りの班＝グループ）のリーダーとして、活動内容を考えたり、班の子た

ちに活動のレクチャーをしたりし、お店を開きました。地域の方や大野台こども園の年長さ

んも来てくださいました。５・６年生も４年前の低学年の時に経験したきりなので様子がわ

からないこともたくさんあったと思いますが、準備の時から下の学年の子たちをしっかりと

リードし、おまつりの当日もみんなが楽しむことのできるように細やかに動いてくれていま

した。スマイル班は１８班あります。一つの班に５・６年生は合わせて８人ほどしかいません

ので、スマイル委員の子たちとともにみんなで助け合って運営をしていました。高学年の

頑張りのおかげで、子どもたちはみんな「楽しい！」と一日中笑顔で過ごしていました。た

くさんの笑顔を見ることのできた充実した一日でした。子どもたちに 

感謝です。 

保護者の皆様、地域の皆様、今年も１年 ありがとうございました。  

冬休みはご家庭でもあわただしく過ごされることと思いますが、お子さんともゆったりと過

ごされる時間がもてるといいなと思っています。ぜひ今年一年のお子さんの頑張りをぜひ

褒めてあげてください。そして輝かしい新年を迎えられますこと願っております。 どうぞ、よ

いお年をお迎えください。                     

○『すこやか教育相談２４』 

   0120-0-78310  ＊２４時間対応の電話相談窓口です。 

（ＩＰ電話からは、かかりません。） 

○ 大阪府教育センター『すこやか教育相談』 

すこやかホットライン（子どもからの相談） 06-6607-7361   

Ｅメール：sukoyaka@edu.osaka-c.ed.jp 

さわやかホットライン（保護者からの相談） 06-6607-7362   

Ｅメール：sawayaka@edu.osaka-c.ed.jp 

しなやかホットライン（教職員からの相談） 06-6607-7363   

Ｅメール：sinayaka@edu.osaka-c.ed.jp 

＊電話相談  午前９時３０分～午後５時３０分 月～金曜日 

（祝日・休日・年末年始は除く） 

＊Ｅメール相談 ２４時間受付（回答は後日）   ＊ＦＡＸ相談  06-6607-9826 

○ 被害者救済システム『子ども家庭相談室』 

＊大阪府教育委員会が運用する権利擁護機関による相談窓口です。 

（18歳未満のみの対応）0120-928-704［無料電話］ 

（保護者等）06-4394-8754 ＊午前１０時～午後８時   

月・火・木曜日（祝日・休日は除く） 

○ 児童相談所全国共通ダイヤル    １８９「イチハヤク」  

＊児童虐待に関する通告や子育ての悩み等の相談窓口です。 

○『ＬＩＮＥ相談』 

 実施日：毎週日・月・火・水・木曜日 

（令和５年 12月 26日（火）～令和６年１月７日（日）を除く） 

※特設日 令和６年１月 12日（金）、13日（土） 

相談受付時間：午後７時～午後９時 30分 

  相談対象者：府内の小学校・義務教育学校・中学校・高等学校・支援学校の児童生徒 

＊学校に配付されている『ＬＩＮＥ相談』カードに掲載されている二次元コードから 

アクセスができます。 

カードがない場合は、各校で掲示されるポスターをご覧ください。 
 

冬休み中にお子さんのことで何か相談ごとがありましたら、学校が休業日であっても、相談窓口

として、市家庭児童相談室や「フリースクールみ・ら・い」、以下の相談機関がありますので、ご活用

ください。 

 

家庭数 

 


